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解
題
作
成
の
経
緯
と
趣
旨

　

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
度
よ
り
研
究
事
業
「
神
道
・
日
本
文
化
の
先
端
的
研
究
」
を
推
進
し
て
い

る
。
本
事
業
は
こ
れ
ま
で
本
機
構
が
実
施
し
て
き
た
神
道
・
日
本
文
化
の
研
究
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、「
新
た
な
国
学
的
研
究
に
よ
る
拠

点
機
能
の
拡
充
」
を
目
指
し
て
い
く
つ
か
の
柱
を
立
て
、
研
究
会
の
運
営
、
成
果
の
刊
行
、
基
礎
資
料
の
作
成
な
ど
、
具
体
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
も
っ
て
構
成
す
る
が
、
そ
の
柱
（
目
的
）
の
一
つ
に
「
神
道
・
日
本
文
化
関
係
資
料
の
調
査
・
保
存
・
活
用
」
が
あ
る
。

　

そ
の
達
成
の
た
め
、
昨
年
度
よ
り
本
学
図
書
館
所
蔵
の
近
代
神
社
社
格
昇
格
関
係
資
料
類
の
整
理
・
リ
ス
ト
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

て
い
る
が
、
本
年
度
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
本
学
が
所
蔵
す
る
他
の
神
道
関
連
資
料
に
も
目
を
向
け
、
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
と
は

言
え
、
本
学
所
蔵
資
料
と
一
口
に
述
べ
て
も
そ
れ
は
多
種
多
様
か
つ
膨
大
で
あ
る
た
め
、
今
年
度
は
「
宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
和
装

本
）」
と
い
う
資
料
群
に
照
準
を
合
わ
せ
、
こ
れ
を
調
査
し
、
そ
の
概
略
を
発
信
し
、
も
っ
て
そ
の
活
用
を
促
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

　

宮
地
直
一
博
士
（
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
～
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
）
は
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
卒
業
後
は
内
務
省

神
社
局
に
お
い
て
戦
前
の
神
社
・
神
道
行
政
に
中
心
的
人
物
と
し
て
携
わ
る
と
と
も
に
、
研
究
者
と
し
て
神
道
学
・
神
道
史
学
に
関
す
る

國
學
院
大
學
図
書
館
「
宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
和
装
本
）」
解
題
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多
く
の
研
究
成
果
を
残
し
、
本
学
に
お
い
て
も
教
鞭
を
執
っ
た
、
近
代
神
道
学
研
究
の
礎
を
築
い
た
泰
斗
で
あ
る
。
そ
し
て
、
没
後
、
博

士
の
収
蔵
に
か
か
る
数
多
く
の
資
料
が
そ
の
子
孫
へ
受
け
継
が
れ
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
か
ら
同
十
五
年
に
か

け
て
本
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
宮
地
邸
に
お
い
て
調
査
を
実
施
す
る
機
会
を
得
た
。さ
ら
に
そ
の
後
、そ
れ
ら
が「
宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
と
し
て
一
括
し
て
本
学
へ
寄
贈
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
和
装
本
や
洋
装
本
、
写
真
帳
、
自
筆
原
稿
な
ど
の
文

献
資
料
の
み
な
ら
ず
、
神
像
や
天
神
人
形
、
絵
馬
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
の
う
ち
写
真
資
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
一
年
度
に
日
本
文

化
研
究
所
が
中
心
と
な
っ
て
文
部
科
学
省
の
私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業
指
定
を
受
け
た
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
構
想
「
劣
化
画

像
の
再
生
活
用
と
資
料
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
整
理
と
調
査
が
進
め
ら
れ
た
。ま
た
、和
装
本
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年
度
に
文
部
科
学
省
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
選
定
さ
れ
た
「
モ
ノ
と
心
に
学
ぶ
伝

統
の
知
恵
と
実
践
」
事
業
に
お
い
て
調
査
・
整
理
が
進
め
ら
れ
、
目
録
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
併
せ
て
、
洋
装
本
の
一

部
、
自
筆
原
稿
類
、
天
神
人
形
、
掛
け
軸
類
に
つ
い
て
は
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
（
神
道
資
料
館
部
門
）
が
引
き
続
き
整
理
を
行
い
、
成
果

が
ま
と
め
ら
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
寄
贈
を
受
け
て
よ
り
お
よ
そ
二
十
年
の
時
の
中
で
、「
宮
地
博
士
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
着
々
と
整
理
や
調
査
、
研
究
が
進

め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
近
代
神
道
学
の
泰
斗
が
集
め
残
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
も
の
の
、
神
道
研
究
に
お
い

て
多
く
の
関
連
研
究
者
が
着
目
し
て
利
活
用
が
盛
ん
に
な
さ
れ
て
い
る
、と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
と
い
う
の
も
実
際
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、「
神
道
・
日
本
文
化
の
先
端
的
研
究
」
を
推
進
す
る
本
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
事
業
の
目
的
に
照
ら
し
、
神
道
研
究
者
と
し
て

自
分
た
ち
が
身
を
置
く
本
学
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
「
宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（
和
装
本
）
と
い
う
貴
重
な
資
料
に
着
目
し
、
そ

れ
ら
を
調
査
し
、
そ
の
知
り
得
た
成
果
を
公
に
し
て
、
神
道
研
究
の
さ
ら
な
る
隆
盛
を
期
す
る
こ
と
を
企
図
し
た
の
が
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
り
、
本
セ
ン
タ
ー
事
業
担
当
の
専
任
教
員
・
研
究
員
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
調
査
を
行
い
、
解
説
の
作
成
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
と
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は
い
え
、
中
世
の
写
本
か
ら
近
代
の
活
字
本
、
あ
る
い
は
宮
地
博
士
に
よ
る
写
本
（
透
き
写
し
本
）
な
ど
、
和
装
本
と
い
っ
て
も
そ
の
内

実
は
多
様
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
が
三
五
〇
〇
点
を
超
え
る
こ
と
か
ら
も
、
す
べ
て
を
悉
皆
的
に
調
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
説
を
作
成
す
る

と
い
う
の
は
、
俄
か
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
事
業
で
は
、
担
当
者
が
個
々
の
専
攻
分
野
に
基
づ
く
視
点
か
ら
、（
1
）「
善
本
」

と
言
い
う
る
も
の
、（
2
）
善
本
と
は
言
い
難
い
が
、
神
道
研
究
に
裨
益
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
、
を
各
自
が
選
定
し
て
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
基
本
的
な
書
誌
事
項
や
概
略
、
す
な
わ
ち
略
解
題
を
執
筆
し
、
本
紀
要
に
お
い
て
そ
れ
ら
を
公
開
し
て
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
斑

を
世
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

さ
ら
に
、
今
後
の
展
望
と
し
て
、
こ
う
し
た
本
学
所
蔵
の
資
料
・
史
料
を
媒
と
し
て
、
学
術
資
料
セ
ン
タ
ー
（
神
道
資
料
館
部
門
）
や

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
、
國
學
院
大
學
博
物
館
等
の
本
機
構
内
の
各
機
関
、
さ
ら
に
は
図
書
館
と
の
協
働
・
連
携
を
一
層
深
め

な
が
ら
、「
國
學
院
大
學
な
ら
で
は
」
の
研
究
事
業
を
推
進
・
展
開
し
、
よ
り
多
様
な
形
で
成
果
を
公
開
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

�

（
新
井
大
祐
）

【
凡
例
】

（
1
）　

本
解
題
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収
蔵
の
和
装
本
の
一
部
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）　�

本
解
題
は
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業
「
神
道
・
日
本
文
化
の
先
端
的
研
究
」
に
お
け
る

令
和
五
年
度
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
3
）　

見
出
し
書
名
は
『
宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン�

和
装
本
目
録
』
の
書
名
に
従
っ
た
。

（
4
）　

各
項
の
掲
載
の
順
序
は『
宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン�

和
装
本
目
録
』に
お
け
る
通
し
番
号（
見
出
し〈　

〉内
の
漢
数
字
）に
従
っ
た
。

（
5
）　�

掲
載
事
項
は
書
名
、
形
態
（
刊
写
の
別
、
体
裁
、
数
量
、
丁
数
・
紙
数
）、
法
量
、
識
語
・
奥
書
（
あ
る
場
合
の
み
）、
概
要
、
参
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考
文
献
を
基
本
と
し
た
。

（
6
）　�

識
語
・
奥
書
、
目
録
、
本
文
等
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
漢
字
は
新
字
体
に
、
仮
名
等
は
通
行
の
文
字
に
改
め
た
。

た
だ
し
、
一
部
、
原
典
の
趣
意
に
沿
っ
て
元
の
ま
ま
示
し
た
部
分
が
あ
る
。

（
7
）　

各
項
末
に
担
当
者
名
を
付
し
た
。

　
　
　

新
井･･･
新
井
大
祐
（
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

　
　
　

大
貫･･･

大
貫
大
樹�

（
金
沢
工
業
大
学
助
教
、
本
学
兼
任
講
師
、
元
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｄ
研
究
員
（
二
〇
二
二
年
四
月
～�

二
〇
二
三
年
七
月
））

※
宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・『
宮
地
直
一
博
士
写
真
資
料
目
録
』

（
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
「
劣
化
画
像
の
再
生
活
用
と
資
料
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
、
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
刊
、
二
〇
〇
五
年
）

・『
天
神
像
─
天
神
さ
ま
と
天
神
人
形
─
』

（
白
根
記
念
渋
谷
区
郷
土
博
物
館
・
文
学
館
、
國
學
院
大
學
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事
業
実
行
委
員
会
編
、
白
根
記
念
渋
谷
区
郷
土
博

物
館
・
文
学
館
刊
、
二
〇
〇
五
年
）

・
大
東
敬
明
「
宮
地
直
一
の
事
績
と
宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

（『
モ
ノ
と
心
に
学
ぶ
伝
統
の
知
恵
と
実
践（
文
部
科
学
省
私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化
推
進
事
業
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
成
果
論
集
）』、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
編
・
刊
、
二
〇
一
二
年
）
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■
『
橘
家
神
代
巻
解
説
』（
Ｂ
7
︲
2
〈
三
八
五
〉）

【
書
名
】
外
題
…
橘
家
神
代
解
説　

上
下

　
　
　

 
内
題
…
日
本
書
紀　

橘
家
伝
来
講
説

【
形
態
】
写
本
、
冊
子
、
一
冊
、
二
七
丁

【
法
量
】
縦
二
七
・
五
糎
。
横
二
〇
・
四
糎
。

【
奥
書
】�

右
玉
木
霊
翁
橘
家
伝
来
之
解
説
而
菅
集
之
所
笔
禄
甚
潦
草
忽
略
恐
其
語
意
抑
揚
之
間
不
記
得
諠
旨
者
哉
有
之
古
未
無
差
謬
然

今
不
可
漫
筆
削
則
始
説
本
録
㠯
山
々
入
之
其
取
改
正
者
特
之
乎
者
也
己
如
彼
徒
腴
義
膚
説
味
雋
永
鶏
肋
旨
必
弖
潮
筒
老
一
人

齬
然
咀
噛
㠯
教
之
云
爾
享
保
癸
丑
之
云
成
仲
夏
日　

津
野
村
谷
川
清
識

【
概
要
】

　

玉
木
正
英
に
よ
る
橘
家
神
道
流
の
神
代
巻
講
義
を
高
弟
谷
川
士
清
が
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
垂
加
神
道
の
解
釈
に
合
わ
せ
て
、
講

義
の
中
に
は
「
橘
家
ハ
」
云
々
の
如
く
、
橘
家
の
解
釈
を
強
調
す
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
以
下
に
列
挙
し
よ
う
。

①�

「
一
書
曰
古
国
稚
云
々
油
沸
〳
〵
ト
シ
テ
卵
黄
ノ
堅
ラ
ヌ
カ
ラ
云
ソ
夫
デ
猶
浮
膏
而
漂
蕩
ト
云
常
ノ
説
ハ
水
中
ニ
浮
ン
デ
膏
ノ
如

ク
ニ
土
ガ
出
来
ト
云
橘
家
ハ
左
ニ
非
人
体
全
体
油
沸
〳
〵
ト
シ
テ
鶏
卵
ノ
黄
ト
ナ
ル
如
ク
不
凝
渇
油
沸
〳
〵
ン
タ
ル
水
ノ
場
ハ
水

中
主
ト
云
土
凝
堅
テ
国
常
立
尊
也
御
中
主
ノ
中
主
カ
ラ
国
常
ヘ
ニ
立
ツ
」

②�

「
一
書
曰
天
神
云
々
…
大
元
ノ
神
（
筆
者
註
─
国
常
立
尊
）
カ
ラ
付
ラ
レ
タ
国
号
ソ
自
然
ノ
名
誰
名
付
タ
ト
云
レ
ヌ
其
故
日
月
カ

此
国
土
ヲ
巡
リ
万
国
ノ
中
テ
自
凝
島
ソ
国
柱
ト
シ
玉
ヘ
リ
此
ハ
橘
家
ノ
伝
ニ
非
ス
思
出
ス
故
云
ソ
…
」

③�

「
一
書
曰
伊
弉
諾
尊
云
々
橘
家
ノ
弁
異
フ
ソ
国
土
経
営
ア
レ
ト
モ
未
タ
開
闢
ヨ
リ
間
ナ
キ
ユ
ヘ
土
地
ニ
水
気
多
ク
雲
霧
ト
成
テ
水

煙
ノ
様
ニ
山
谷
ノ
間
ニ
ユ
ヱ
覆
フ
其
レ
ヲ
開ハ
ツ
キ
リ明
ト
為
ン
ト
思
召
テ
吹
撥
ヒ
ナ
サ
ル
ヽ
フ
ウ
ト
云
息
ガ
動
々
ト
大
風
ニ
ナ
ツ
テ
朝
雲キ
リ
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ヲ
撥
ヒ
逐
ル
コ
ト
ソ
…
吹
撥
フ
気
ハ
土
金
凝
縮
マ
ラ
ネ
バ
出
ヌ
物
ソ
故
ニ
風
神
ヲ
龍
田
ニ
祭
リ
テ
天
柱
国
柱
ト
云
タ
者
ソ
胸
ノ
上

デ
吹
ハ
天
柱
臍
下
デ
吹
ハ
国
柱
ソ
飢
時
ハ
彼
尊
ノ
飢
デ
ナ
イ
天
下
万
民
ヲ
以
御
主
ノ
上
ト
思
召
テ
ソ
其
飢
ヲ
可
レ
救
ト
思
召
テ
倉

稲
魂
ヲ
生
玉
フ
是
橘
家
ノ
伝
ソ
万
民
ノ
飢
ヌ
ヤ
ウ
ニ
ナ
サ
レ
タ
キ
思
召
ノ
御
神
霊
ガ
直
ニ
倉
稲
魂
ゾ
」

④�
「
是
之
後
素
戔
嗚
尊
云
々
…
日
神
ノ
新
嘗
神
衣
ノ
祭
シ
玉
ハ
ネ
ハ
天
日
光
ヲ
失
ヒ
天
下
恒
闇
ト
ナ
ル
コ
ト
案
ノ
如
シ
此
橘
家
ノ
正

説
也
」

⑤
「
一
書
曰
是
後
日
神
云
々
天
兒
屋
命
掌
其
解
除
云
〳
〵
此
ニ
橘
家
大
事
至
切
ノ
訣
有
是
中
臣
祓
四
神
ノ
根
源
ソ
」

⑥�

「
一
書
曰
火
酢
兄
芥
云
々
…
橘
家
ハ
吹
払
気イ
ヤ

為
レ

神
ト
云
ノ
合
点
テ
風
ト
云
ト
風
起
ル
本
天
人
唯
一
ユ
ヘ
ソ
風
神
ヲ
祭
ル
コ
ト
ソ
今

風
吹
時
屋
ニ
乗ノ
ホ

リ
呼ヨ
ホ
フ号

ト
風
劣
ル
者
ソ
其
此
方
カ
ラ
叫ヨ

吟ホ
ウ

声
ニ
テ
豊
玉
彦
カ
ラ
屹
ト
風
吹
来
ソ
瀛
風
辺
風
ハ
瀛
カ
ラ
吹
風
迄
カ
ラ

吹
来
風
ソ
橘
家
塩シ
ホ
ア
エ会
ノ
伝
ト
云
」

　

こ
れ
ら
は
垂
加
神
道
と
橘
家
神
道
と
の
間
に
あ
る
神
代
巻
解
釈
の
異
同
を
概
観
す
る
事
が
出
来
る
記
事
で
あ
ろ
う
。
橘
家
の
解
釈
を

か
く
も
強
調
す
る
点
は
、
玉
木
正
英
が
抱
く
道
統
者
と
し
て
の
自
覚
を
よ
く
窺
わ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。�

（
大
貫
）

■
『
神
代
巻
玉
橿
磐
』（
Ｂ
7
︲
2
〈
三
八
六
〉）

【
書
名
】
外
題
・
内
題
…
神
代
巻
玉
橿
磐

【
形
態
】
写
本
、
冊
子
、
一
冊
、
二
五
丁

【
法
量
】
縦
二
七
・
四
糎
。
横
一
九
・
八
糎
。

【
識
語
】
神
代
巻
玉
橿
磐　

此
編
挍
藻
塩
草
之
次
拾
藻
中
瓊
説
而
成
故
名

【
奥
書
】
寛
保
第
三
癸
亥
孟
春
日　
　

園
村
浄
尚
謹
拝
写
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【
概
要
】

　

神
代
巻
の
註
釈
書
で
あ
る
が
、
神
代
上
第
四
段
本
書
で
終
わ
っ
て
い
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
園
村
浄
尚
な
る
人
物
に
よ
っ
て
寛
保
三
年

（
一
七
四
三
）
に
写
さ
れ
た
。
な
お
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
が
無
窮
会
神
習
文
庫
所
蔵
の
『
古
伝
口
授
秘
問
答
』
は
浄
尚
の
問
い
に
玉

木
正
英
の
高
弟
谷
川
士
清
が
答
え
た
書
の
よ
う
で
あ
る
（『
神
習
文
庫
書
籍
目
録
』
無
窮
会
、
昭
和
十
年
、
二
六
頁
）
か
ら
、
両
者
の

師
承
関
係
を
窺
わ
し
め
る
。

　

ま
た
、
同
名
の
書
は
皇
學
館
大
学
附
属
図
書
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
同
所
所
蔵
本
は
神
代
上
第
二
段
本
書
で
終
わ
っ
て
い
る
。

識
語
は
一
致
す
る
も
の
の
、
同
所
所
蔵
本
の
内
題
に
は
「
谷
川
士
清
纂
」
と
あ
り
、
奥
に
は
「
村
井
守
章
写
之
」
と
い
う
識
語
を
持
つ
。

村
井
守
章
が
何
者
か
は
定
か
で
な
い
が
同
所
所
蔵
本
、
ま
た
宮
地
直
一
博
士
旧
蔵
本
を
写
し
た
園
村
浄
尚
と
の
師
承
関
係
か
ら
し
て
、

谷
川
士
清
の
著
作
で
あ
る
事
は
間
違
い
な
い
。
識
語
に
よ
れ
ば
本
書
は
士
清
が
師
正
英
の
亡
き
後
、
元
文
四
年
に
刊
行
し
た
『
神
代
巻

藻
塩
草
』
の
「
瓊
説
」
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
士
清
は
北
畠
親
房
、
忌
部
正
通
、
一
條
兼
良
、
山
崎
闇
斎
、
桑
名
松
雲
、
松

下
見
林
、
白
井
宗
因
、
谷
秦
山
、
玉
木
正
英
、
契
沖
ら
の
諸
説
を
引
い
て
註
釈
を
施
し
た
。
本
書
執
筆
の
時
期
に
つ
い
て
松
本
丘
氏
は

元
文
元
年
か
ら
同
四
年
、
士
清
二
十
八
か
ら
三
十
一
歳
の
間
と
さ
れ
て
い
る
。

　

註
釈
の
中
で
は
適
宜
「
清
謂
」・「
清
按
」
と
し
て
自
説
も
記
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
注
目
す
べ
き
も
の
を
何
点
か
紹
介
し
よ
う
。
な

お
、
こ
の
註
釈
方
法
は
山
崎
闇
斎
に
よ
る
「
中
臣
祓
」
の
註
釈
書
『
風
水
草
』
に
由
来
す
る
。

①
和
訓
に
つ
い
て

　

真
野
時
縄
が
「
辰
爾
ハ
王
仁
ノ
子
也
二
子
和
訓
ノ
祖
」
云
々
と
す
る
の
に
対
し
て
、
士
清
は
「
清
謂
和
訓
成
乎
我
邦
自
然
文
音
声

王
氏
父
子
為
以
和
語
訳
誦
漢
字
之
鼻
祖
則
是
謂
之
和
訓
之
祖
謂
始
者
甚
非
也
源
親
房
卿
云
磐
余
稚
桜
朝
北
平
三
韓
西
通
呉
会
爾
降
使

訳
往
来
学
校
鬱
起
以
為
伝
未
習
得
聞
殊
不
知
我
神
国
本
有
其
訓
伝
也
」
と
、
そ
の
説
を
批
判
し
、
北
畠
親
房
の
説
に
拠
っ
て
日
本
に
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は
三
韓
討
伐
以
来
、「
訓
伝
」
が
伝
わ
っ
て
い
る
と
し
た
。
最
終
的
に
士
清
の
和
訓
研
究
は
『
倭
訓
栞
』
と
し
て
大
成
す
る
が
、
本

書
か
ら
は
若
き
日
よ
り
抱
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
俗
説
に
対
す
る
彼
の
問
題
意
識
を
窺
わ
し
め
る
。

②
『
日
本
書
紀
通
証
』
と
の
一
致
箇
所

　

本
書
は
垂
加
神
道
に
於
け
る
『
日
本
書
紀
』
註
釈
の
到
達
点
に
し
て
、
士
清
畢
生
の
主
著
『
日
本
書
紀
通
証
』
と
も
註
釈
内
容
の

一
致
す
る
個
所
が
あ
る
。
例
と
し
て
神
代
上
第
一
段
第
二
の
一
書
の
記
述
を
左
に
掲
げ
よ
う
（
太
字
は
筆
者
）。

『
玉
橿
磐
』

　

�

清
聞
之
乾
道
者
君
道
之
謂
夫
君
則
天
也
道
之
本
源
出
乎
天
故
乾
道
獨
化
蓋
雖
天
地
既
開
闢
而
天
包
乎
地
陽
統
乎
陰
死
源
乎
生
悪
出

乎
善
則
対
待
之
中
有
本
末
流
行
之
中
有
首
尾
是
所
以
君
臣
分
定
於
天
地
之
初
而
万
古
不
可
易
也
夫
綱
常
惟
源
出
乎
天
而
統
御
惟
物

君
耳
故
天
先
成
而
地
後
定
此
乃
国
常
立
尊
之
大
道
所
以
合
陰
陽
訓
君
者
亦
在
茲
矣
夫
人
莫
往
而
不
戴
天
則
雖
往
夷
狄
海
浜
而
莫
可

外
君
道
可
以
知
故
逆
君
者
罪
不
容
於
天
地
之
間
於
是
乎
極
矣

『
通
証
』（［　

］
は
割
注
）

　

�

今
按
乾
ノ

道
者
君
ノ

道
也
道
之
大
源
出
二

乎
天
一

而
統
二

御
シ

万
民
一

覆
二

育
シ

万
類
ヲ
一

独
二

化
乎
宇
宙
之
間
ニ
一

此
謂
二

之
君
道
ト
一

［
天
包
二

乎

地
ヲ
一

陽
統
二

乎
陰
ヲ
一

則
対
待
ノ

中
有
二

成
而
臣
道
後
ニ

定
一

也
易
ニ

曰
乾
以
君
ト
ス
レ

之
後
漢
書
ニ

曰
明
主
ハ

厳
ニ
シ
二

天
元
之
ヲ

尊
一

正
ス
二

乾
剛
之

位
ヲ
一

礼
記
ニ

曰
男
先
二

於
女
一

剛
柔
之
義
也
天
先
二

乎
地
ニ
一

君
先
二

乎
臣
一

其
義
第
一
也
］

言
わ
ん
と
す
る
主
旨
は
同
じ
う
す
る
が
『
玉
橿
磐
』
は
や
や
冗
長
な
感
が
あ
る
の
に
対
し
、『
通
証
』
は
よ
り
整
然
と
し
て
い
る
。

ま
た
後
者
で
は
典
拠
を
明
確
に
し
て
お
り
、
よ
り
精
緻
な
も
の
と
な
っ
た
。
既
に
松
本
氏
が
『
通
証
』
に
比
し
て
『
玉
橿
磐
』
は
引

用
文
献
の
量
が
少
な
く
、
士
清
に
よ
る
『
日
本
書
紀
』
研
究
の
片
鱗
を
見
せ
る
に
止
ま
っ
て
い
る
事
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
右
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
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③
師
説
の
継
承

　

本
書
で
は
「
師
説
」
に
依
拠
し
た
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、「
師
説
」
と
は
玉
木
正
英
の
事
で
あ
る
。
他
に
「
鈴
翁
」
も
見
え

る
が
、こ
れ
は
士
清
が
学
ん
だ
松
岡
恕
庵
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
松
本
氏
は
士
清
の
師
説
尊
重
の
態
度
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
記
事
の
う
ち
「
又
雲
洲
杵
築
社
紋
為
亀
甲
日
御
崎
紋
柏
葉
神
也
所
相
境
之
岩
互
其
紋
而
各
歴
然
蓋
石
葉
者
也
則
素
尊
之
事

亦
有
不
可
誣
者
是
先
師
曽
遊
出
雲
以
所
見
予
親
聞
之
云
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
先
師
」
正
英
が
出
雲
へ
赴
い
た
際
に
見
聞
し
た
も

の
に
依
拠
し
て
い
る
。

　

以
上
の
特
徴
を
有
す
る
本
書
は
時
期
か
ら
推
定
し
て
『
日
本
書
紀
通
証
』
の
前
身
に
位
置
す
る
註
釈
書
と
考
え
ら
れ
、
極
め
て
貴

重
で
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

松
本
丘
「
谷
川
士
清
の
『
神
代
巻
玉
橿
磐
』」（『
ま
な
び
の
栞
』
九
、
令
和
二
年
）

※�

皇
學
館
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
神
代
巻
玉
橿
磐
』
に
つ
い
て
は
皇
學
館
大
学
松
本
丘
先
生
よ
り
複
写
を
御
提
供
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。�

（
大
貫
）

■
『
諸
神
本
懐
』（
Ｂ
7
︲
5
〈
四
二
一
─
一
〉）

【
書
名
】
外
題･･･

諸
神
本
懐

【
形
態
】
写
本
、
冊
子
、
一
冊
、
墨
付
六
二
丁
。

【
法
量
】
縦
二
六
・
五
糎
。
横
一
九
・
二
糎
。
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【
概
要
】

　

書
名
は
異
な
る
が
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
は
じ
め
各
所
に
所
蔵
さ
れ
る
『
諸
神
根
源
抄
』
と
同
内
容
で
あ
る
。
た

だ
し
、
例
え
ば
吉
田
文
庫
本
『
諸
神
根
源
抄
』
は
乾
坤
の
二
巻
構
成
で
あ
る
が
、
本
『
諸
神
本
懐
』
は
乾
巻
（
上
巻
）
に
該
当
す
る
部

分
の
み
で
あ
り
、
後
半
の
坤
巻
部
分
を
欠
い
た
零
本
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
書
は
そ
の
末
尾
に
「
羽
室
師
貞
」
と
見
え
、
さ
ら
に
そ
れ
に
次
い
で
、

　

上
野
国

　
　

一
宮
大
明
神

　
　

春
名
山

　
　

白
根
権
現

　

出
羽
国

　
　

湯
殿
山　

有
大
石　

温
湯
出

　
　

其
近
辺
自
温
暖

と
記
し
て
巻
を
終
え
る
が
、
こ
れ
ら
は
『
諸
神
根
源
抄
』
諸
本
に
は
な
い
記
述
で
あ
る
。

　

ま
た
、
大
洲
市
立
図
書
館
矢
野
玄
道
文
庫
に
も
『
諸
神
本
懐
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
一
冊
本
で
あ
る
が
、
吉
田
文
庫
本

『
諸
神
根
源
抄
』
の
乾
坤
両
巻
を
収
録
す
る
完
本
で
あ
る
。
乾
巻
末
相
当
部
に
、
前
述
の
宮
地
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
に
見
ら
れ
る
「
羽
室

師
貞
」
や
「
上
野
国･･･

」
が
同
様
に
記
さ
れ
て
お
り
、
書
写
系
統
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
推
さ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
、
西
田
長
男
氏
は
、
広
く
流
布
し
て
い
る
『
諸
社
根
元
記
』
と
そ
の
類
本
に
つ
い
て
「『
諸
神
根
根
元
記
』
に
は
異
本
が

少
な
く
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、『
諸
神
記
』
と
い
い
、『
諸
神
根
源
集
』
と
い
い
、『
諸
神
根
源
抄
』
と
い
い
、『
諸
神
本
記
』
と
い
い
、
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『
諸
神
本
懐
』
と
い
い
、『
二
十
二
社
註
式
』
と
い
い
、
は
た
『
諸
社
并
神
祇
官
記
』
と
い
い
…
等
々
…
、
い
ず
れ
も
こ
の
『
諸
社
根

元
記
』
の
異
本
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
こ
こ
に
言
う
『
諸
神
本
懐
』
は
本
書
を
指
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
参
考
文
献
】

西�

田
長
男
「
吉
田
兼
敦
の
延
喜
式
神
名
帳
鈔
」（『
國
學
院
雑
誌
』
六
五
─
七
、一
九
六
四
年
（
の
ち
西
田
長
男
『
日
本
神
道
史
研
究
』

第
五
巻
））

新�

井
大
祐
「
中
世
吉
田
家
に
お
け
る
神
社
研
究
の
系
譜
に
つ
い
て
の
一
考
察
─
吉
田
兼
右
『
諸
神
本
縁
抄
』
所
載
「
大
芋
社
本
縁
」

を
主
材
と
し
て
─
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
一
八
、二
〇
二
四
年
）�

（
新
井
）

■
『
旧
事
本
紀
序
段
講
録
』（
Ｂ
7
︲
8
〈
四
六
六
〉）

【
書
名
】
外
題
…
旧
事
本
紀
序
段
講
録

【
形
態
】
写
本
、
冊
子
、
一
冊
、
五
丁

【
法
量
】
縦
二
七
・
五
糎
。
横
二
四
・
四
糎
。

【
奥
書
】
以
上
丙
辰
二
月
二
十
六
日
録　

奚
疑
斎
謹
録

　
　
　

 

右
玉
木
翁
所
講
説
（
以
下
墨
消
。
十
二
字
分
程
）

　
　
　

 

謄
写
之
云
々
元
文
元
五
月
廿
五
（
以
下
墨
消
。
七
字
分
程
）

【
概
要
】

　

玉
木
正
英
に
よ
る
『
先
代
旧
事
本
紀
』
序
文
・「
神
代
本
紀
」（
巻
一
）
の
講
義
録
で
奥
書
に
よ
れ
ば
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
二

月
二
十
六
日
に
沢
田
一
斎
（
別
号
：
奚
疑
斎
）
が
記
録
し
た
も
の
で
、
そ
の
三
か
月
後
の
五
月
二
十
六
日
に
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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な
お
、
正
英
は
本
講
義
か
ら
凡
そ
五
か
月
後
に
歿
し
て
い
る
事
か
ら
、
彼
の
最
晩
年
に
於
け
る
講
義
録
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
加
え
て
、

本
講
義
を
若
林
強
斎
の
高
弟
門
人
の
一
人
で
あ
る
一
斎
が
こ
れ
を
記
録
し
て
い
る
事
も
閑
却
出
来
な
い
。
強
斎
を
は
じ
め
望
楠
軒
は
、

儒
学
的
素
養
の
乏
し
か
っ
た
正
英
を
し
て
「
学
問
ノ
ナ
イ
人
」（『
成
斎
先
生
雑
話
』）
と
厳
し
い
評
価
を
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
、

一
斎
は
望
楠
軒
に
於
い
て
弟
弟
子
に
あ
た
る
竹
内
式
部
と
共
に
正
英
の
講
義
に
同
席
し
て
お
り
、
ま
た
正
英
が
歿
す
る
と
式
部
と
共
に

葬
儀
に
も
参
列
し
て
い
る
。本
書
の
奥
書
は
、沢
田
一
斎
が
柔
軟
な
姿
勢
で
正
英
の
下
で
学
ん
で
い
た
事
を
窺
わ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、

彼
の
人
物
像
、
学
風
や
思
想
を
見
る
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

冒
頭
で
は
聖
徳
太
子
の
小
伝
を
論
じ
、「
神
代
本
紀
」
の
講
義
で
は
「
混
沌
」
と
「
高
天
原
」
に
つ
い
て
、
神
代
巻
と
の
伝
承
の
相

違
な
ど
を
指
摘
し
な
が
ら
講
じ
て
い
る
。
講
説
の
多
く
は
続
く
「
神
代
系
紀
」
が
占
め
て
い
る
が
、
そ
の
は
じ
め
に
「
神
代
系
紀
ツ
リ

ノ
フ
ミ
ト
ア
レ
ハ
系
図
ソ
板
本
ニ
ハ
系
ガ
ヲ
チ
タ
ソ
」
と
あ
り
、
元
々
は
系
図
が
附
し
て
あ
っ
た
筈
で
あ
る
が
、
板
行
さ
れ
た
際
に
落

ち
て
し
ま
っ
た
、
と
し
て
い
る
。「
板
本
ニ
ハ
」
と
あ
る
事
か
ら
正
英
の
座
右
に
あ
っ
た
『
先
代
旧
事
本
紀
』
と
は
、
山
崎
闇
斎
も
『
風

水
草
』
執
筆
に
際
し
用
い
た
寛
永
二
十
一
年
板
本
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
上
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
先
代
旧
事
本
紀
』（
寛
永
板
本
、
以
下
国
会
図
書
館
本
と
略
記
す
）

で
あ
る
。
正
英
の
講
義
で
は
聖
徳
太
子
の
小
伝
の
後
、
各
巻
の
構
成
を
し
て
、

神
皇
系
図
一
巻

　

先
代
旧
事
本
紀
十
巻

　

第
一
巻
云
々
開
闢
陰
陽
二
尊
ノ
コ
ト
ナ
ド
ヲ
シ
ル
ス

　

第
二
巻
云
々
日
神
素
尊
五
男
三
女
素
尊
ノ
悪
事
等
ヲ
シ
ル
ス

　

第
三
巻
云
々
吾
勝
尊
饒
速
日
ヨ
リ
ノ
コ
ト
ヲ
シ
ル
ス
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第
四
巻
云
々
地
祇
ハ
ク
ニ
ツ
ヤ
シ
ロ
ト
訓
ス
素
尊
根
國
ヘ
下
リ
ナ
サ
レ
テ
後
ノ
コ
ト
大
己
貴
少
彦
名
ノ
コ
ト

　

…

と
あ
り
、
第
十
巻
ま
で
右
の
如
く
大
意
を
記
し
て
い
る
。
一
方
、
国
会
図
書
館
本
に
は
書
入
れ
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
各
巻
の
大
意
を
記

し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
訓
点
マ
マ
）。

　

第
一
巻
「
記
二

天
地
開
闢
陰
陽
之
事
ヲ
一

」

　

第
二
巻
「
記
天
照
太
神
素
戔
之
誓
約
五
男
三
四
出
生
及
素
尊
悪
事
ヲ
一

」

　

第
三
巻
「
記
二

饒
速
日
尊
事
一

」

　

第
四
巻
「
記
二

素
戔
嗚
八
岐
大
蛇
及
大
己
貴
少
彦
名
事
ヲ
一

」

ま
た
講
義
で
は
冒
頭
箇
所
の
「
天
祖
天
譲
曰
云
〻
」
に
対
し
、『
神
皇
実
録
』・『
天
口
事
書
』・『
大
神
宮
秘
文
』
を
引
き
な
が
ら
、
そ

れ
ら
に
見
え
る
諸
説
を
論
評
し
て
い
る
が
、
国
会
図
書
館
本
も
ま
た
同
箇
所
に
こ
れ
ら
三
冊
の
引
用
抜
粋
の
書
入
れ
が
あ
る
。
国
会
図

書
館
本
の
書
入
れ
と
正
英
の
講
義
は
一
致
す
る
箇
所
が
殊
の
外
多
い
。
併
せ
見
な
が
ら
検
討
す
る
事
で
正
英
に
よ
る
『
先
代
旧
事
本
紀
』

の
講
義
模
様
と
本
書
の
価
値
、
さ
ら
に
は
国
会
図
書
館
本
の
性
格
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
出
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

【
参
考
文
献
】

　

西�

岡
和
彦
「
山
崎
闇
斎
と
『
先
代
旧
事
本
紀
』
─
基
礎
的
考
察
─
」（
工
藤
浩
編
『
先
代
旧
事
本
紀
論　

史
書
・
神
道
書
の
成
立
と

受
容
』
花
鳥
社
、
令
和
元
年
所
収
）

　

大
貫
大
樹
「
望
楠
軒
か
ら
の
「
義
絶
」
と
そ
の
要
因
」（『
竹
内
式
部
と
宝
暦
事
件
』
錦
正
社
、
令
和
五
年
所
収
）�

（
大
貫
）

■
『
二
十
二
社
註
式
』（
Ｂ
4
︲
9
〈
一
二
二
六
〉）
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【
書
名
】
外
題･･･

二
十
二
社
註
式�

乾
坤

　
　

 

内
題･･･

坤　

二
十
二
社
註
式�

坤

【
形
態
】
写
本
、
冊
子
、
一
冊
、
墨
付
一
一
八
丁
。

【
法
量
】
縦
二
四
・
二
糎
。
横
一
七
・
〇
糎
。

【
奥
書
】
此
書
借
索
神
祇
伯
雅
寿
王
本

　
　
　

 

之
書
写
畢

　
　
　
　

 

時
天
保
四
年
秋
七
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

��
貫
領
尚
書
（
印
「
正
房
」）

【
概
要
】

　

乾
坤
と
あ
る
が
一
冊
本
で
、
お
よ
そ
半
分
の
位
置
で
乾
坤
に
分
か
れ
る
。

　

奥
書
に
よ
り
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
万
里
小
路
正
房
が
、
神
祇
伯
・
雅
寿
王
の
所
蔵
本
を
借
り
受
け
て
書
写
し
た
本
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

　

現
在
一
般
的
に
『
二
十
二
社
註
式
』
と
称
さ
れ
る
文
献
は
、
早
く
『
群
書
類
従
』
に
収
め
ら
れ
、
二
十
二
社
各
社
の
縁
起
由
緒
・
祭

祀
・
位
記
・
行
幸
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
本
宮
地
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
は
そ
の
書
名
は
『
二
十
二
社
註
式
』
と
あ
る
も
の
の
、
二
十
二
社
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
他
の
諸

社
に
つ
い
て
も
述
べ
て
お
り
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
に
梵
舜
自
筆
本
が
収
め
ら
れ
、
そ
の
他
、
本
学
図
書
館
は
じ
め

各
所
に
伝
来
す
る
吉
田
家
に
お
け
る
諸
社
研
究
の
成
果
集
成
で
あ
る
『
諸
神
記
』
と
同
内
容
で
あ
る
。
西
田
長
男
氏
は
『
群
書
解
題
』

「
二
十
二
社
註
式
」
に
お
い
て
「
二
十
二
社
註
式
と
題
す
る
も
の
の
中
に
も
（
中
略
）
卜
部
吉
田
家
の
諸
社
根
元
記
（
宮
地
博
士
所
蔵
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一
本
）
な
ど
を
さ
し
て
い
る
も
の
が
あ
っ
て
、
群
書
類
従
に
収
め
ら
れ
る
ま
で
は
、
必
ず
し
も
そ
の
書
名
は
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
西
田
氏
は
『
諸
社
根
元
記
』
と
内
容
の
似
通
う
『
諸
神
記
』
な
ど
を
も
「
諸
社
根
元
記
」
と
称
し

て
一
括
り
に
論
じ
る
傾
向
が
あ
る
が
、『
諸
社
根
元
記
』
と
『
諸
神
記
』
と
は
条
目
や
本
文
に
出
入
り
が
あ
り
、
厳
密
に
は
異
な
る
文

献
と
し
て
扱
っ
た
方
が
良
い
。
そ
し
て
、
前
述
の
通
り
本
書
は
『
諸
神
記
』
の
方
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
に
よ
り
、
西
田
氏
が

述
べ
る
「
宮
地
博
士
所
蔵
一
本
」
の
『
二
十
二
社
註
式
』
と
は
、
本
書
を
指
す
も
の
と
思
し
い
。

　

な
お
、
宮
地
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
も
う
一
本
『
二
十
二
社
註
式
』（
Ｂ
4
︲
9
〈
一
二
二
三
〉）
を
収
め
る
が
、
こ
ち
ら
は
群
書
類
従

に
収
め
ら
れ
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　
【
参
考
文
献
】

西
田
長
男
「
二
十
二
社
註
式
」（『
群
書
解
題
』
一
上
）

西�

田
長
男
「
吉
田
兼
敦
の
延
喜
式
神
名
帳
鈔
」（『
國
學
院
雑
誌
』
六
五
─
七
、一
九
六
四
年
（
の
ち
西
田
長
男
『
日
本
神
道
史
研
究
』

第
五
巻
））

新�

井
大
祐
「
中
世
吉
田
家
に
お
け
る
神
社
研
究
の
系
譜
に
つ
い
て
の
一
考
察
─
吉
田
兼
右
『
諸
神
本
縁
抄
』
所
載
「
大
芋
社
本
縁
」

を
主
材
と
し
て
─
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
一
八
、二
〇
二
四
年
）

※
本
書
の
調
査
・
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
髙
見
澤
美
紀
客
員
研
究
員
（
校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
）の
ご
助
力
を
得
た
。
記
し
て
御
礼
を
述
べ
る
。（
新
井
）

■
『
八
神
啓
白
文
』（
Ｂ
2
︲
5
ｂ
〈
一
六
四
五
〉）

【
書
名
】
包
紙･･･

八
神
啓
祝
文

　
　
　

 

外
題･･･

八
神
啓
白
文�

兼
倶
御
筆
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内
題･･･

八
神
啓
白

【
形
態
】
写
本
、
折
本
（
三
折
）、
一
冊
、
二
紙
を
接
ぐ
。

【
法
量
】
縦
一
六
・
四
糎
。
横
六
五
・
〇
糎
。

【
奥
書
】
右
神
龍
院
殿�

兼
倶

　
　

　
　
　

 

御
筆
也
輙
莫
出

門
外
矣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
二
位
兼
雄

【
概
要
】

　

近
世
中
期
の
吉
田
家
当
主
・
吉
田
兼
雄
に
よ
り
、
父
祖
で
室
町
期
の
当
主
・
兼
倶
（
一
四
三
五
─
一
五
一
一
）
の
真
筆
と
す
る
加
証

奥
書
を
有
す
る
。

　

神
祇
官
に
祀
ら
れ
て
い
た
八
神
（
神
産
日
神
・
高
御
産
日
神
・
玉
積
産
日
神
・
生
産
日
神
・
足
産
日
神
・
大
宮
売
神
・
御
食
津
神
・

事
代
主
神
）
の
神
名
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
そ
の
掌
る
と
こ
ろ
の
神
徳
を
簡
潔
に
記
し
て
い
る
。

　

本
書
は
早
く
西
田
長
男
氏
に
よ
っ
て
「
吉
田
神
道
の
成
立
に
就
て
」
に
紹
介
さ
れ
、
同
論
考
に
は
全
文
の
翻
刻
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

氏
は
そ
の
中
で
、（
一
）
本
書
が
兼
倶
真
筆
で
あ
る
こ
と
、（
二
）
兼
倶
三
代
前
の
兼
敦
に
よ
る
『
神
祇
官
八
神
殿
之
事
秘
決
』（
延
喜

式
神
名
帳
鈔
。
宮
地
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
収
蔵
〈
一
八
二
八
〉）
に
は
す
で
に
本
書
に
見
え
る
八
神
の
神
徳
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
本
書
は

兼
倶
が
そ
れ
を
簡
潔
に
ま
と
め
直
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
氏
は
本
書
の
詳
細
な
書
誌
事
項
を
掲
げ
、
そ
の
一
々
が
合
致
す
る
が
、
た
だ
し
法
量
に
つ
い
て
の
記
述
は
実
際
の
も
の
と
誤

差
が
あ
る
。
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【
参
考
文
献
】

西�
田
長
男
「
吉
田
神
道
の
成
立
に
就
て
」（『
千
家
尊
宣
先
生
還
暦
記
念�

神
道
論
文
集
』、
一
九
五
八
年
、
神
道
学
会
（
の
ち
「
吉
田

神
道
の
成
立
─
第
二
稿
─
」
と
し
て
西
田
長
男
『
日
本
神
道
史
研
究
』
第
五
巻
に
所
収
））�

（
新
井
）

■
『
神
祇
官
八
神
殿
之
事
秘
文
』（
Ｂ
1
︲
3
ｅ
〈
一
八
二
八
〉）

【
書
名
】
包
紙･･･
兼
─敦

朝
臣
御
真
筆

　
　
　
　
　
　
　
　

神
祇
官
八
神
殿
之
事

　
　
　
　

外
題･･･

神
祇
官
八
神
殿
之
事
秘
決

　
　
　
　

内
題･･･

延
喜
式
神
名
帳
鈔

【
形
態
】
写
本
、
折
本
（
八
折
）、
一
冊
、
七
紙
を
接
ぐ
。

【
法
量
】
一
四
・
七
糎
。
横
二
七
三
・
〇
糎

【
奥
書
】
右
兼
敦
朝
臣
御
真
筆
也
拝
見
之
次
而
加
証
明
了�
卜�

兼
雄

【
概
要
】

　

近
世
中
期
の
吉
田
家
当
主
・
兼
雄
に
よ
り
、
南
北
朝
期
の
当
主
・
兼
敦
（
一
三
六
八
─
一
四
〇
八
）
の
真
筆
と
す
る
旨
の
加
証
奥
書

を
有
す
る
。
本
書
は
西
田
長
男
氏
に
よ
っ
て
「
吉
田
神
道
の
成
立
に
就
て
」
に
お
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
、
全
文
翻
刻
も
収
め
て
い
る
。

氏
に
よ
れ
ば
、
包
み
紙
の
書
題
は
近
世
後
期
の
当
主
・
良
芳
の
も
の
と
い
い
、
外
題
筆
者
は
不
明
、
本
文
は
他
書
の
兼
敦
の
筆
跡
に
閲

し
て
同
人
の
も
の
に
違
わ
な
い
と
す
る
。
外
題
は
「
神
祇
官
八
神
殿
之
事
秘
決
」
と
い
い
、
内
題
は
「
延
喜
式
神
名
帳
鈔
」
と
す
る
が
、

内
容
は
外
題
の
通
り
神
祇
官
八
神
に
つ
い
て
、
そ
の
神
徳
を
は
じ
め
、
鎮
座
や
位
記
等
に
つ
い
て
詳
細
を
記
す
。
加
え
て
、
西
田
氏
は
、
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よ
り
時
代
を
遡
る
鎌
倉
時
代
の
当
主
・
兼
夏
の
記
録
と
思
し
い
「
伊
大
鈔
」
や
、
同
じ
く
鎌
倉
期
の
卜
部
兼
文
に
よ
る
「
文
永
勘
文
」

な
ど
を
引
用
し
て
い
る
点
に
注
目
す
る
が
、
と
く
に
重
要
な
問
題
と
し
て
、
八
神
そ
れ
ぞ
れ
に
神
徳
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
点
は
神
道
説

の
一
種
と
言
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
、
す
で
に
兼
敦
の
頃
を
吉
田
神
道
説
の
萌
芽
期
と
見
な
し
う
る
の
で
は
な
い
か
と
の

説
を
提
示
し
て
い
る
。

　

な
お
、
氏
は
そ
の
紹
介
の
中
で
、
調
査
に
か
か
る
本
書
の
詳
細
な
書
誌
事
項
や
加
除
等
に
関
す
る
事
項
を
掲
げ
、
そ
の
一
々
が
合
致

す
る
が
、
法
量
に
つ
い
て
の
記
述
は
実
際
の
も
の
と
誤
差
が
あ
る
。

【
参
考
文
献
】

西�

田
長
男
「
吉
田
神
道
の
成
立
に
就
て
」（『
千
家
尊
宣
先
生
還
暦
記
念�

神
道
論
文
集
』、
一
九
五
八
年
、
神
道
学
会
（
の
ち
「
吉
田

神
道
の
成
立
─
第
二
稿
─
」
と
し
て
西
田
長
男
『
日
本
神
道
史
研
究
』
第
五
巻
に
所
収
））

西�

田
長
男
「
吉
田
兼
敦
の
延
喜
式
神
名
帳
鈔
」（『
國
學
院
雑
誌
』
六
五
─
七
、一
九
六
四
年
（
の
ち
西
田
長
男
『
日
本
神
道
史
研
究
』

第
五
巻
））�

（
新
井
）

■
『
諸
事
書
抜
』（
Ｂ
1
︲
3
ｅ
〈
一
八
二
九
〉）

【
書
名
】
外
題
（
後
補
表
紙
）･･･

兼
見
卿
御
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

諸
事
書
抜

　
　
　
　

外
題
（
原
表
紙
・
題
簽
）･･･

諸
事
書
抜�

兼
見

　
　

【
形
態
】
写
本
、
冊
子
、
一
冊
、
墨
付
二
三
丁
。

【
法
量
】
縦
二
四
・
〇
糎
。
横
一
七
・
五
糎
。
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【
奥
書
】
兼
見
卿
御
真
筆
也

　
　
　
　

加
修
補
畢

　
　
　
　
　
　

弘
化
四
丁
未

年
十
一
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
三
位
侍
従
卜
部
良
芳

【
概
要
】

　

金
茶
色
の
後
補
表
紙
（
表
・
背
）
が
付
さ
れ
、
次
い
で
藍
色
の
原
表
紙
が
あ
る
。
後
補
表
紙
背
見
返
し
に
幕
末
の
吉
田
家
当
主
・
良

芳
（
良
熈
）
に
よ
り
、
織
豊
期
の
当
主
で
あ
る
兼
見
（
一
五
三
五
─
一
六
一
〇
）
真
筆
の
加
証
奥
書
が
あ
る
。
後
補
表
紙
の
題
書
も
良

芳
と
知
ら
れ
る
が
、
原
表
紙
題
簽
の
題
書
は
未
詳
。

　

本
文
は
全
編
が
裏
紙
に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
紙
背
の
裏
写
り
は
あ
る
も
の
の
、
読
む
に
当
た
っ
て
は
さ
ほ
ど
障
害
と
は
な
ら
な
い
。

　

内
容
は
そ
の
書
名
に
違
わ
ず
、
神
祇
や
吉
田
神
道
教
理
、
裁
許
状
・
伝
授
書
、
そ
の
他
、
雑
多
な
事
項
が
摘
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
金
子
拓
氏
・
遠
藤
珠
紀
氏
に
よ
る
詳
細
な
調
査
が
な
さ
れ
、
そ
の
際
、

原
本
の
綴
じ
を
一
旦
解
き
、
全
紙
の
表
裏
両
面
の
調
査
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
保
存
の
た
め
の
修
補
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
調
査
結
果
は
、
両
氏
に
よ
る
報
告
「
國
學
院
大
學
宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
諸
事
書
抜
』・
同
紙
背
文
書
」
に
詳
し
く
、
本
文
記

事
及
び
紙
背
文
書
の
す
べ
て
の
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
稿
に
よ
れ
ば
、
本
書
（
表
本
文
）
の
特
筆
す
べ
き
点
と
し
て
、
現
存
す

る
兼
見
の
日
記
を
遡
る
頃
の
記
録
（
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）・
同
七
年
）
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
や
、
父
・
兼
右
の
談
話
記
事
な
ど
が

収
載
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
天
理
大
学
附
属
図
書
館
吉
田
文
庫
に
は
同
名
の
書
が
あ
り
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
を
も
と
に
近
世
期
に
吉
田
兼
雄
が
書
写
し

た
も
の
で
あ
る
。　
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【
参
考
文
献
】

金�

子
拓
・
遠
藤
珠
紀
「
國
學
院
大
學
宮
地
直
一
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
諸
事
書
抜
』・
同
紙
背
文
書
」（『
國
學
院
大
學�

校
史
・
学
術
資
産

研
究
』
七
、二
〇
一
五
年
）。�

（
新
井
）

■
『
神
道
相
傳
式　

十
種
神
宝　

全
』（
Ａ
5
︲
7
〈
三
二
四
七
〉）

【
書
名
】
外
題
…
神
道
相
傳
式　

十
種
神
寶　

全

【
形
態
】
写
本
、
冊
子
、
一
冊
、
三
七
丁

【
法
量
】
縦
二
三
・
五
糎
。
横
一
六
・
七
糎

【
概
要
】

　

垂
加
神
道
に
於
け
る
秘
伝
伝
授
に
関
わ
る
誓
約
や
、
神
拝
次
第
・
各
種
祝
詞
・
和
歌
、
最
後
に
十
種
神
宝
伝
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。

垂
加
神
道
で
は
伝
授
の
階
梯
を
「
初
重
」・「
二
重
」・「
三
重
」・「
四
重
」（
極
秘
伝
）
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
求
め
ら
れ
る
誓

約
の
内
容
、
伝
授
に
際
し
行
わ
れ
る
行
事
を
通
覧
す
る
事
が
出
来
る
。
各
種
祝
詞
と
し
て
「
橘
家
相
傳
」
の
「
三
科
祓
」
が
あ
り
、
或

い
は
「
三
種
大
祓
」
に
は
「
讀
法
口
傳
」、「
玉
體
安
全
天
上
無
窮
神
埀
祈
禱
冥
加
正
直
」
と
い
う
「
祝
詞
」
に
は
「
通
用
」、「
神
供
祝

詞
」
に
は
「
拍
手
唱
之
通
用
」
な
ど
の
注
記
が
あ
っ
て
、
伝
授
の
方
法
や
垂
加
神
道
家
が
常
に
唱
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
祝
詞
の
内
容
、

そ
れ
に
伴
う
作
法
を
窺
わ
し
め
る
。�

（
大
貫
）

■
『
神
道
秘
伝
折
中
俗
解
』（
Ａ
5
︲
7
〈
三
二
五
八
〉）

【
書
名
】
外
題
…
神
道
秘
伝
折
中
俗
解　

全
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【
形
態
】
写
本
、
冊
子
、
一
冊
、
四
六
丁

【
法
量
】
縦
二
六
・
六
糎
。
横
一
九
・
四
糎
。

【
概
要
】

　

林
羅
山
に
よ
る
神
代
巻
研
究
の
成
果
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
各
段
は
以
下
の
通
り
。

一　
　
　

三
部
本
書　
　
　

二　
　
　

開
闢
功
神

三　
　
　

国
常
立
尊　
　
　

四　
　
　

天
神
七
代

五　
　
　

地
神
五
代　
　
　

六　
　
　

喜
哉

七　
　
　

宗
廟
社
稷　
　
　

八　
　
　

三
種
神
器

九　
　
　

五
行
神　
　
　
　

十　
　
　

三
部
神
道

十
一　
　

祓
除　
　
　
　
　

十
二　
　

内
清
浄
外
清
浄

十
三　
　

三
種
鬼
神　
　
　

十
四　
　

天
津
神
籬

十
五　
　

天
地
相
玄
未
遠　

十
六　
　

海
陸
不
通

十
七　
　

本
地
垂
迹　
　
　

十
八　
　

金
昆
羅
神

十
九　
　

以
淡
路
島
胞　
　

二
十　
　

雄
詰
晴
譲

二
十
一　

天
鹿
児
弓
天
羽
々
天

神
道
秘
伝
折
中
俗
解
巻
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羅
山
子
道
春
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�　

矢
崎
浩
之
氏
に
よ
れ
ば
、
同
じ
く
羅
山
が
著
し
た
も
の
で
、
林
家
内
部
で
は
完
成
し
た
神
道
秘
伝
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
『
神
道

伝
授
』の
基
礎
と
な
っ
た
の
が
本
書
で
あ
っ
た
。ま
た
、全
段
を
通
覧
す
る
に
、羅
山
に
よ
る
神
代
巻
講
義
の
内
容
を
写
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
。
そ
の
内
容
は
吉
田
神
道
に
依
拠
し
た
も
の
で
、
文
章
構
成
も
一
条
兼
良
『
日
本
書
紀
纂
疏
』、
吉
田
兼
倶
・
清
原
宣
賢
『
日

本
書
紀
神
代
巻
抄
』
な
ど
を
下
敷
き
と
し
た
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
本
書
は
単
に
吉
田
の
説
に
対
し
て
無
批
判
に
依
拠
し
て
は
い
な
か
っ
た
、
と
矢
崎
氏
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
実
際
「
三
部

神
道
」（「
唯
一
宗
源
神
道　

両
部
集
合
神
道　

本
迹
縁
起
神
道
」）
を
見
る
に
羅
山
は
「
右
三
部
神
道
ハ
卜
部
家
ニ
シ
ル
セ
ル
名
法
要

集
ニ
載
テ
我
家
唯
一
宗
源
ナ
リ
ト
称
ス
ル
ナ
リ
天
下
ノ
公
言
ニ
ア
ラ
ス
朝
廷
ニ
シ
ロ
シ
メ
ス
神
道
ヲ
ハ
理
當
心
地
ト
申
ナ
リ
コ
レ
則
王

道
神
道
元
来
不ア
ラ
スレ

二
ツ

凡
ソ

人
ノ
心
ハ
神
明
之
舎ヤ
ト
ル

所
也
此
心
ノ
中
ニ
ア
ラ
ユ
ル
理
ヲ
ソ
ナ
ヘ
タ
ル
ヲ
理
當
ト
云
ナ
リ
」
と
し
、
吉
田
家
の

主
張
を
私
事
と
し
て
、
飽
く
迄
も
朝
廷
（
天
皇
）
が
奉
ず
る
「
神
道
」
と
は
「
理
当
心
地
神
道
」
で
あ
る
、
と
説
く
。
こ
の
講
説
は
林

羅
山
の
立
場
を
よ
く
示
す
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。

【
参
考
文
献
】

　

矢
崎
浩
之
「
林
羅
山
『
神
道
秘
伝
折
中
俗
解
』
小
考
」（『
神
道
宗
教
』
一
三
三
、
昭
和
六
十
三
年
）�

（
大
貫
）

■
『
天
祖
都
城
辨　

火
忌
説
』（
Ａ
5
︲
8
〈
三
二
七
二
〉）

【
書
名
】
外
題
…
天
祖
都
城
辨　

火
忌
説　

出
雲
美
談
神
社
本

【
形
態
】
写
本
、
冊
子
、
一
冊
、
一
七
丁

【
法
量
】
縦
二
五
・
五
糎
。
横
一
八
・
四
糎
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【
識
語
】

　
「
天
祖
都
城
辨
」

　
　

 
明
和
四
丁
亥
歳
冬
十
月

　
　
　
　
　
　
　

奄
藝　

河
北
景
楨
識

　
　

右
以
河
北
氏
自
筆
之
謄
写
畢
時

　
　

明
和
六
年
巳
丑
春
正
月　

琢
斎
洞
履
卿

　
「
火
忌
説
」

　
　

明
和
四
年
九
月
朔
日

【
奥
書
】
文
化
二
乙
丑
廿
八
日
写
之
高
橋
義
周

　
　
　

 �

此
書
妄
而
、
不
知
神
典
之
旨
、
所
其
論
説
、
漢
意
而
已
、
故
本
居
大
人
、
著
書
名
曰
天
祖
都
辨
々
、
盡
弁
明
河
北
氏
之
妄
、

吾
徒
可
見
矣
、
梅
舎
門
人

高
橋
面
枝
云
示
、

【
概
要
】

　

玉
木
正
英
・
松
岡
雄
淵
に
学
ん
だ
河
北
景
楨
の
著
作
。「
天
祖
都
城
辨
」
は
垂
加
神
道
に
於
け
る
天
上
論
に
基
づ
き
、
天
照
大
神
（「
天

祖
」）
の
御
坐
し
ま
す
皇
城
（「
都
城
」）
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
伝
来
は
識
語
に
よ
る
と
景
楨
よ
り
、
伊
勢
内
宮
の
神

職
で
谷
川
士
清
の
女
婿
で
あ
る
蓬
莱
尚
憲
が
写
し
た
も
の
で
あ
る
。「
火
忌
説
」は
伊
弉
諾
尊
の
火
神
出
生
に
よ
る
崩
御
か
ら
火
の
穢
れ
、

火
を
忌
む
淵
源
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。
本
書
は
景
楨
に
よ
る
二
つ
の
論
考
を
合
わ
せ
て
、
文
化
二
年
に
千
家
俊
信
の
門
人
高
橋
義
周

な
る
者
が
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち
前
者
は
垂
加
神
道
に
於
け
る
基
本
的
な
天
上
（
高
天
原
）
論
を
纏
め
た
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る
。
垂
加
神
道
で
は
山
崎
闇
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斎
以
来
、
初
代
天
子
を
天
照
大
神
と
し
、
高
天
原
を
大
和
国
高
市
郡
と
説
い
た
。
景
楨
も
ま
た
「
齋
部
浜
成
所
著
神
別
本
紀
、
曰
古
昔

天
照
大
神
生
於
淡
路
津
那
之
国
、
而
御
宇
於
豊
前
那
珂
津
」
と
い
う
『
神
別
本
紀
』
の
説
（
豊
前
国
中
津
）
を
批
判
し
、「
天
照
大
神

在
於
大
倭
也
、
旧
説
以
神
代
紀
有
天
香
山
高
市
」
と
説
い
た
。
か
よ
う
な
天
上
論
は
、
奥
書
に
あ
る
如
く
後
に
本
居
宣
長
か
ら
徹
底
的

な
批
判
を
受
け
る
事
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
纏
め
た
の
が
『
天
祖
都
城
辨
辨
』
で
あ
る
。
今
日
「
天
祖
都
城
辨
」
の
内
容
は
『
辨
辨
』
を

通
じ
、
容
易
に
見
る
事
が
出
来
る
も
の
の
、「
辨
」
そ
の
も
の
は
多
く
伝
来
し
て
い
な
い
事
か
ら
、
貴
重
な
一
冊
と
言
え
よ
う
。
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